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令和6年度 山梨県テクノロジーを活用した業務効率化モデル事業

１．施設の概要
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施設概要
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施設名：地域密着型特別養護老人ホームおりひめ
施設種別：地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 （短期入所・居宅介護支援）
所在地：〒403-0005 山梨県富士吉田市上吉田5410番地1
定員：２９名（ユニット型個室）
職員数：３５名
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施設概要
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おりひめ 基 本 理 念

ともに歩み ともに過ごす

その人らしさを 大切に
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今回のモデル事業に手上げについて

⚫夜間勤務の時間帯のナースコールの重複で他の利用者への対応が不十分となっ
ている

⚫ユニットごとにPHSが１台しかないためコールが重複すると職員間の連携が不十分
となっている

⚫情報共有時に、PHSを活用しているがナースコール使用中は連絡が取れないため、
ユニットまで行き伝達しているため効率が悪い

⚫夜間の定期巡回時に利用者の安眠妨害となっているほか、自室を施錠してしまう
利用者の居室での様子がわからない

⚫現場の職員からも夜間勤務について負担があることと、見守りカメラやスマートフォン
のようなものは導入できないのかと多くの相談を受ける

⚫夜間職員の負担が増え、職員の疲弊と事故のリスクが増大していくのではないかと
感じているため、今回手上げしました
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２．取り組みの流れ
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3月

取り組み全体の流れ
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6月～
10月

10～
2月

2月

パッケージモデル プロジェクトの流れ

• プロジェクトチーム（以下PJT）立ち上げ
• 役割分担の決定
• 介護現場での課題把握（因果関係図づくり）
• 介護ロボットを使った現場課題の解決策の検討
• 介護ロボット導入の効果を把握するための定量的な加セ
ルの設定（KPIの設定）

• 介護ロボット導入後の業務の流れ検討
• 介護ロボットのデモ依頼
• 介護ロボットの選定
• 介護ロボット導入前のアンケートやKPI測定の実施
※インカムやタブレット、スマートフォン、Wi-Fi設備等も
並行して実施

• 介護ロボット導入準備（保管場所・活用ルール等の検討）
• 介護ロボットの試行的導入
• 導入後の効果検証（アンケートやKPIの測定）

• 期待していた効果（仮説）に対する、効果検証
• 振り返りミーティングの実施（良かった点、今後改善
する点等の検討）

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A
• うまくいかなかったことに対しての実行計画の見直し
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プロジェクトメン
バー名

役職 所属 プロジェクト上の役割

1 三浦大輔 施設長 おりひめ 統括責任者

2 萱沼剛史 〇 介護リーダー おりひめ プロジェクトリーダー

3 鈴木ゆとり 介護主任 おりひめ 研修担当、調査担当

4 遠藤悠加 施設ケアマネ おりひめ マニュアル担当、運用ルール担当

5 小松しづか 看護主任 おりひめ リスク検討担当

6 宮下多津子 生活相談員 おりひめ マニュアル担当、運用ルール担当

7 渡辺有紗 管理栄養士 おりひめ 事務担当

8 遠山美喜 部長 法人本部 技術担当

手順１ 改善活動の準備をしよう
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①実施体制の整備（PJメンバーの選定）
⇒職種に偏りや負担がかからないように各部署より万遍なく選出
PJTにおける役割の明文化
②目標設定
⇒介護ロボット（見守り支援機器と連絡ツール）を導入して職員が活用できるようにすることで、
職員の精神的負担を軽減や利用者の安心安全の確保及び効率的な施設運営を実現する。
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改善活動の準備（情報収集、組織全体での合意形成、実施体制の整備）
で苦労した点・工夫した点

9

【改善活動の準備における課題】
①通常業務との兼務で話し合いに時間を割きづらい
②勤務の都合上、ミーティングPJメンバーが毎回全員参加が困難
③ＰＪにおけるスピード感や熱量を維持できない
⇒隔週で短時間のミーティングの実施、PJメンバー間での情報共有にChatworkを活用した
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手順２ 現場の課題を見える化しよう

10

『気づきシート』を活用し、全職員を対象に現状の施設内業務の問題点を抽出
⇒様々な業務上の課題が上がる
気付きシートで上がった課題をまとめつつ、見える化に向けてPJメンバーで共有を図る
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課題の見える化

11

・「見守り」「事故」「伝達不足」「人手不足」のグループにカテゴリー分けを行う
・課題を『原因→結果→悪影響』のループをベースに因果関係図を作成し、課題の焦点化
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課題の見える化

12

事故の
リスク
が高い
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問題構造
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当施設では、見守りやコール対応が不十分である事が原因で、

事故のリスクが高いという問題が発生しており、

職員の精神的負担の増加や、利用者の安心安全が保てないという

影響が出ている。

これは居室での利用者の様子がわからないことや、

職員間の連絡手段がないことが主な原因であると考えられる。
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課題解決の道筋の文章化
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手順３ 実行計画を立てよう

【課題】

各居室の様子が分からないことや、職員間の連絡手段がない事で
見守りやコール対応が不十分になる事で事故のリスクが高い

15

見守り支援機器の設置と
連絡ツールの導入を検討！
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手順3 実行計画を立てよう（KPIの設定）

KPIを設定する文節
（Ⅱ現場課題と解決の道筋から

引用してください）
設定したKPI KPIの測定方法 KPIの測定ピッチ

1 事故のリスク減少 事故発生件数〇→〇 事故の回数カウント 毎月

2 職員の精神的負担の軽減 アンケート〇→〇 アンケート４段階評価 導入前後

3 利用者の安心安全の確保 訪室回数〇→〇 訪室回数のカウント 7日

4 連絡ツールの活用 コールの重複回数〇→〇 コール重複カウント 7日

16

➢ 事故件数は毎月測定
➢ 介護ロボット導入前後で職員アンケートを実施
➢ 夜間巡視等をカメラを使用することでどのくらい負担が減るかを測定
➢ 全出勤職員がスマートフォンを持つことで早期に対応できるコール、職員間の
情報共有が円滑にできるかを測定

導入前は8月～
導入後は2月～
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手順3 実行計画を立てよう（機器の選定）
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A社 B社 A社 B社

他施設見学や説明会に参加し、複数の見守り機器を比較した結果
シルエットセンサータイプの２機器に絞り、デモ機の運用を実施する。
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選定された見守りロボット
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常に居室の様子が確認でき、施設で利用者別に設定が行える。
呼吸数や体動の有無が一目でわかり、人体センサーがつき安
全安心して介護が出来る。
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選定された連絡ツール
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施設の通信環境と選定した見守り支援機器との整合性を図り
iPhoneSEの導入

インカムは他社製品と比較した結果
shockz（骨伝導イヤホン）の導入
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備

20

•同意書を作成し、ご家族に説明を行う
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備 工夫した点

21

⚫当初作成時は文章だけでは伝わりにくい
ため、メーカーに相談する中で実際の写
真等を掲載しながら作成した。

⚫すべての入居者様・利用者様より同意を
いただくために個別的に見学等の対応を
行った。

⚫利用する方、全員の同意を取得した。
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（周知）

•全職員を対象に導入機器の説明会を実施

22
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（リスクの洗い出しと対応策の検討）

23

A.I.Viewlife

スマートフォン
＆インカム

A.I.Viewlifeとスマートフォン&インカムの使用におけるリスクの洗い出しと対応策の検討
①想定されるリスクや場面・頻度・重要度を挙げ、リスク評価と対応策を挙げる
②上記の対応策に対し、再度リスクの洗い出しを行い、現場導入の可否を行う
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（KPIの測定）

事故リスクの検証：８月の転倒・転落件数は4件

利用者の安心安全の確保：訪室回数の平均値は17.6/日

連絡ツールの活用：コールの重複数の平均値は11.6/日

24

KPI beforeデータの測定（期間：2024.8～9）
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（KPIの測定 アンケート集計）

25

アンケートの結果、
半分以上の職員が見守りに
心身的に負担を感じている

ことが分かった
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（マニュアル整備）

26
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（マニュアル整備）

27
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備（マニュアル整備）

28
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マニュアル作成時の工夫した点

⚫iPhoneまたはスマートフォン自体に慣れていない職員もいるので、
画像を使用し、電源の入れ方から記載した

⚫インカムも初めての使用なので、画像だけではなく写真も使い、
分かりやすく伝わりやすいように工夫した

⚫内線・外線アプリについては、スマートフォンの状況（ロック画面・アプ
リ起動中画面・ホーム画面）で通知の画面が変わってしまうので、実
際にその画面をスクリーンショットで保存し、場面に応じた対応方法を
記載した

⚫AIのマニュアルについてはメーカー作成した資料が詳しく、分かりやす
かった為、そのまま使用することにした

29
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導入までに苦労した点・工夫した点

導入前の見守り支援機器のイメージ

センサーの精度が信用できない

見守りの範囲が不明

操作が難しそうなど

30

⚫ 見守り支援機器を導入している施設への見学を実施
⚫ デモ機を導入し、全職員に体験してもらい、メーカーの方から説明を受ける

⇒体験、説明会を通し、『センサーの反応も早い』『居室内全体が確認できた』等
の声が聞かれ、見守りロボットの大変なイメージが軽減！！
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フローチャートの作成

31

検知する
条件を確認 ➢ 左図の は

全入居者の基本
設定として決定

➢ 個別の設定とし
て 内の3
つと、センサー
不要の4つに絞
り込む

➢ について
は歩行や自走が
可能なら設定す
る必要がある
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フローチャートの作成

32

目的
入居者の認知機能・身体
機能を把握し、適切な見
守り機能を設定すること
で、異常の早期把握と事
故防止につなげることが
できる。
適切な設定をすることで、
職員の精神的負担軽減に
つながることができる。

誰が見てもわかりやすく、理解
できるように工夫した。

ADLの状態を全ての入居者に当
てはまるように作成。
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フローチャートの活用

33

フローチャートのゴール地点からベースの
設定項目を決定

➢ 特養はユニットリーダーとケアマネジャーで入居者をフローチャートに当ては
めて決定

➢ ショートステイはユニット職員と生活相談員で話し合いながら決定
➢ 新規利用者については情報を基に決定するが、利用中の様子で都度変更してい
く
※あくまでもベースなので変更は可能
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フローチャートの活用

34

⚫ フロアごとに表を作成しフローチャートを使用して決めた設定を記録
⚫ ご本人のADLに合わせて変更が必要な場合は更新日・変更した職員の名前を

記入し、いつ設定が変わったか一目でわかるように工夫
⚫ 日中と夜間でセンサー設定を変更できるため、不要な設定はしない
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手順４ 改善活動に取り組もう
②試行的導入

35

◆テスト稼働

⇒職員も機器の使い方に慣れていない為、各ユニットで

1日目３床→２日目６床→３日目９床(１０床)→４日目以降は全床稼働すると決め、

何か問題があった際、質問に答えられるように、プロジェクトメンバーの所属する

ユニットのみ先行し試行的導入を開始した

◆マニュアルの管理

作成したマニュアル類は各ユニットごとに保管する
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導入する機器の写真

36

IRセンサー

生体センサー
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小さな成功事例

⚫ナースコールが重複した際、映像を確認することで
優先順位を決めて対応することができた

⚫インカムを使用することで、連絡をしながら利用者のケア
が出来たり、食事準備などをしているときにも手を止めず
に作業ができるようになった

⚫出勤者がスマートフォンを１台ずつ持つことで、
利用者の対応がスムーズに行えるようになった

37
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本格的導入に向けた手順書・マニュアル作り

38

➢ 試験運用時に起き
た不具合と、
それに対する対処
方法のマニュアル
を新たに作成

➢ 使用中のマニュア
ルにも職員からの
質問を受け加筆修
正を実施

メーカー
へ連絡
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試行的な導入で工夫した点・苦労した点

工夫した点
•説明会を実施することで職員周知を図る

•機器使用に当たる細かい設定の仕方については、職員が機器の使用に
慣れるまではプロジェクトメンバーが対応

• フローチャートを作成し、設定の基盤を作る

苦労した点
• センサーの検知項目が細分化されている為、ベッド位置、高さ、幅等を
適切に設定しないと誤検知してしまう

•機器の不具合が発生した

• ショートステイ利用者の入退所時の設定をその都度変更する事

（再度説明会を実施）
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導入の成果
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導入の成果

⚫居室が施錠されていたり、暗闇でも室内の様子が分かるようになった

⚫職員の目が届かない場所での転倒・転落が発生した際、
映像を見てご家族への説明ができるようになった

⚫事故発生時の映像を確認する事で、より適切な対策が可能となった

⚫スマートフォン・インカムを使用することで職員間の連携がスムーズに行える
ようになった

⚫録画している映像をもとに事例検討会への活用ができる

⚫救急搬送の際、救急隊に映像で状況を確認してもらい、病院への連絡が
スムーズに行えた
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導入の成果（KPI）

事故リスクの検証：転倒・転落件数は4件⇒3件

安心安全の確保：訪室回数の平均値は17.6/日⇒9/日

連絡ツールの活用：コールの重複数の平均値は11.6/日⇒１/日

42

KPI Afterデータの測定（期間：2025.2～3）

目に見えて減少！！！
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導入の成果（導入後の職員アンケート）
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アンケートの結果

•導入前と比べると、訪室回数へ負担は軽減！

•優先順位をつけて業務にあたることが出来るようになった！

•精神的な負担も減少はしてるが、機器の使用に対する
不安もあり大きく変化は見られていない
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導入の成果（見守りコミュニケーション介護ロボットを使用してみて）

45

【A.I.Viewlife】
• 居室の鍵をかけてしまう方や、真っ暗で寝ている方の居

室内の様子が分かるようになった
• コール重複の際、焦らずに優先順位をつけて対応するこ

とができた
• 夜間の巡視を映像で行う事で職員の負担が軽減した
• 事故の際の対応や対策を映像を見ながら話し合う事がで

きた
• 映像を確認できるのでアセスメントに役立つ
• 映像で見守りができる安心感から、対応が遅れてしまう

事がある
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導入の成果（インカム・スマートフォン及び連動アプリを使用してみて）

46

【インカム・スマートフォン】
• 通話時にも両手が塞がらないので業務の手を止めずに対
応することができる

• 出勤者全員が身に着けているので、職員間で直接連絡を
取ることができるようになり、効率的に業務が行えた

• ヘルプ要請がしやすくなった
【コムウィル】
• 内線、外線ともに対応しており、通話の転送も可能なの
で直接対応ができる

• 他事業所は従来のPHSだが問題なく連絡を取り合う事が
出来ている
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想定外のトラブルからの気づき

47

【感染症が発生】
• 居室対応となるが常時確認ができる為PCやスマートフォンから見守りが

可能！しかし…検知項目の仕様上、ベッドからの起き上がりや立ち上がり
の通知はあるが、ベッド以外で過ごしている方の動き出しは検知せず。

• 以前は車椅子の後ろ側にセンサーマットを敷いて対応していたが、現在セ
ンサーマット使用不可能なためメーカーに確認、机や車椅子のある場所を
ベッドの枠としてセンサー位置の調整をする事で検知が可能になる。

• 離臥床時にセンサーを毎回変更する事、居室内を自由に動ける方の検知に
ついては課題が残る。

【職員の異動】
• 異動職員・新人職員が機器の使用に慣れるまで時間を要する
• 以前の通常業務に加え、機器の使用についての説明・指導を必要とする
• 今後の指導方法や定期的な説明・勉強会の開催等の課題が残る。
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手順５ 改善活動を振り返ろう
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【思うようにいった部分】
• 連絡ツールの台数が増えたことで日中のコール対応がスムーズに行えるよう

になり、職員間の連携がとりやすくなった
• 夜間の定期巡視を映像で確認できるようになり、職員の負担が軽減した
• 事故が起きた際、映像を確認できるため、どのように転倒したのか、原因に

ついても職員間で話し合いができ、今後の対応・対策に活かせた

【思うようにいかなかった部分】
• 居室内に入らなくても確認ができてしまう為、カメラのみで確認し、転倒し

てしまう事故が発生。
• 説明会を行ったが、外国人労働者や機械に不慣れな職員が理解するまでに時

間がかかり、職員への周知がスムーズにいかなかった
• 全職員が設定できるようにと説明をしているが、プロジェクトメンバーやユ

ニットリーダーがいない時には上手く設定が出来ていないことがあった
• インカムが肌に合わずアレルギー反応が出てしまった職員がいる
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手順６ 改善活動の振り返り、実行計画の練りなおしで苦労した点・工夫した点

• カメラを使用した見守り方法についての再周知。マニュアルは都度加筆・
修正を実施していく

•定期的な説明会・勉強会を実施していく

•異動職員や新人職員に対する介護ロボット使用についてはマニュアルに
沿ってオリエンテーション時に指導していく

• インカムでアレルギー症状等が出た場合は速やかに使用を中止する。今
後インカムの代替え機を選定していく

•不明点や新たな不具合が起きた際には速やかにメーカーに確認し、職員
に周知をしていく
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まとめ
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まとめ
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➢ 施設での課題を見える化することで、取り組むべき内容が
明確になった

➢ 訪室回数が減ることで、職員の負担の軽減に繋がった
➢ 映像で確認することで危険を予測し対応することができ、
事故が発生した際にも振り返り対策に活かすことができた

➢ 職員によって機器の使用方法の理解にばらつきがあり、統
一した指導とマニュアルの整備が必要

➢ 見守りロボットは自身のケアも客観的に振り返ることがで
きるので、今後のケアの質の向上につなげていきたい
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理事長（施設長）のコメント
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当施設は、前年度より本事業への取り組み準備を行い、
今回のモデル事業への参加をきっかけに先進的なテクノロ
ジーの導入をすることができました。職員の負担が軽減し、
働きやすい環境を整えることができたと感じております。

また、今回の事業を通してプロジェクトチームをはじめ
職員全員が、協力しあいながら目標を達成するために実践
ができました。このような経験を活かし更なる飛躍ができ
ると確信しています。

そして今回の取組を法人内の事業所へも展開していき、
職員の負担、利用者様が安心して生活できる施設として取
り組んでいきたいと思います。
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ご清聴ありがとうございました
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